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□大観の視点の有無 (→   )
□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか
□大観の視点を問いの形で示しているか (→






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































されており,武士 。農民といつた各集団は,個々 の成員の行動を規制 。監視 し,共同体内































































































































































































72大藤, 日嗜掲書 66, p.333.
73「無礼討ち」とい う文言は,史料用語ではなく,当時は「手打」「討捨」などとよばれて






































































80谷口 (2005), 前掲書 76, p.257.
81早稲田大学中央図書館所蔵「池田家履歴略記」『池田家文庫藩政史料マイクロ版集成』丸
釜, 1992年,【事Fl1 26】
82谷白 (2005), 前掲書 76, p。258。
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90谷口 (2000), 前掲馨争84, p.230.
91多谷口 (2000), 前掲瑳争84, p.231.
92谷口 (2000), 前掲書 84, p.232.
93`谷口 (2000), 前掲窪争84, p。232.
94ねこ口 (2000), 前掲灌184, p。238。
95谷日 (2000), 前掲書 84, p.239.












である (後略)」 と述べている (平松,前掲書 67,pp.1008‐1010)。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































No.1 学年 2年 学校名
実践者
(立案者)


































































No: 3学年 2年 学校名 十和田市立切田中学校
実践者
(立案者)









□視点の有無 (→   )
■単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→このころの日本を漢字一
字で表そう。)
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (→第 1～6時までの「付せん」
を用い,振り返リシー トに並べ替え,当時の日本を漢字―字で表している。)



























□視点の有無 (→   )
□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容をどの程度活用し,時代像を構築させているか (→「「近世」とは,   時
代である」という形式で表現する)























■視点の有無 (→江戸と明治の比較,世界の動きと日本,政治 。経済 。産業 。文
化の特色 。国民生活)






























□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
■大観の視点を問いの形で示しているか (→「江戸の町に,こんなにたくさんの
米が集まったのはどうしてか,考えよう。」)













No.7 学年 1 1年 1 学校名  1富山大学人間発達科学部附属中学校
実践者
(立案者)













□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
■大観の視点を問いの形で示しているか (→鑑真は奈良時代の日本をどう思った
のだろうか。)
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (→奈良時代を切 り口に,古代ま
での日本について,時代の特色をまとめる)










No.8 学年 1年 学校名 高松市立桜町中学校
実践者
(立案者)












































□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (→日本の近代は「   」時代
であった, という形式で表現する)
□作業課題を通して結論を導かせているか (→   )
考察
この実践では,ワー クシニ トを活用し,個別的知識を書き込ませる活動を行つ





















□視点の有無 (→   )
□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (ち自分が選んだ歴史的事象の前
後のようすを文章で表現する)




















□視点の有無 (→   )
□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (→学習内容をふまえて原始・古
代新聞を作り,読み合 う)

























□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
■大観の視点を問いの形で示しているか (→「武士,農民,商人・職人,僧,そ
の他のうち,中世では,だれとだれが成長したと思いますか?」)
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (→「中世は□の時代である。」と
いう表現形態で表している)








































No. 14学年 2年 学校名 不明
実践者
(立案者)










□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (ら   )
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )
□学習内容を活用し時代像を構築させているか (→「明治時代は○○な時代だ」
という形式で表現する。)








No. 15学年 1年 学校名 浜田市立旭中学校
実践者
(立案者)





「中世    な時代である」という形式で表現する。
分析視′点
■視点の有無 (→「武士」,「民衆」,「自分」)
□単元の導入部で明確な学習課題が示されているか (→   )
□大観の視点を問いの形で示しているか (→   )
□前後の時代と比較しているか (→   )















































No。 17 学年 1年 学校名
実践者
(立案者)
原田 智仁 出典 全国社会科教育学会『社会科研究』第78













































□作業課題を通して結論を導かせているか (→   )
考察
この実践は,「枡」を視点に中世を考察することで「権力の分立」という転移性
のある概念を活用することを通して,中世の時代像を構築している。このように,
個別事象を超えた歴史の見方として導き出された概念は,教育内容の広さを保障
することにつながる。したがつて,時代を大観する際には,転移性のある概念が
何かを考え,開発することによつて概念探求型の授業設計が可能となろう。
‐100‐
附 記
ここに,兵庫教育大学大学院での研究成果を本論文にまとめることができました。これ
もひとえに指導教員である原田智仁先生の懇切丁寧なご指導の賜物と,心より感謝申し上
げます。
指導教員の原田智仁先生には,研究に対する姿勢から社会科教育に至るまで,厳しくも
親身にきめの細かい指導をして頂きました。学んだことを現場で実践することが先生介の
恩返しだと考えております。今後ともご指導,ご鞭撻の程よろしくお願い致します。
兵庫教育大学大学院教育内容・方法開発専攻認識形成系教育コース社会系教育分野の児
玉康弘先生をはじめ,米田豊先生,開浩和先生,吉水裕也先生には,研究の心構えや論文
内容についての貴重なご指導を頂いたことに深く感謝しております。
また,本学社会系教育分野の諸先生方には,講義などを通じて多くのことを学ばせて頂
きました,重ねて感謝申し上げます。
教科教育分野の研究室の方々をはじめ,社会系教育分野34期生の皆さまから,研究や授
業を通じて多くの知識や示唆を与えて頂き,有意義な大学院生活を送れたことに感謝して
おります。
最後に,兵庫教育大学大学院への進学を許可し,いつも支えてくれた両親をはじめ,家
族に感謝します。
2014(平成26)年12月22日
山本 淳貴
